
【備考】 資金不足比率は、資金不足額がない場合、「―」と記載しています。

資金不足比率を「※」と記載しているのは、事業規模が０のため資金不足比率が算定

されないことを示しています。

　資金不足比率とは、公営企業ごとに算定した資金不足額の事業規模に対する比率で
す。営業収益に相当する収入を事業規模としていることから、この比率が高いほど事
業の収入で資金不足を解消することが難しく、経営が悪化していると考えられます。

会計の名称 年度
資金不足額

Ａ
(単位：千円)

事業規模
Ｂ

(単位：千円)

資金不足比率
Ａ/Ｂ

(単位：％)

経営健全化
基準

(単位：％)

 水道事業会計

28 ― 7,189,349   ―

27 ― 7,152,688   ―

 病院事業会計

28 ― 36,978        ―

27 ― 41,103        ―

 月ヶ瀬簡易水道事業会計

28 ― 25,524        ―

27
20.0

 針テラス事業特別会計

28 89,739        0                 ※

27 ― 73,500        ―

― 25,377        ―

28 ― 127,977      ―

27 ― 129,942      ―

 下水道事業会計

28 ― 4,407,453   ―

27 ― 4,401,781   ―

平成28年度決算に基づく資金不足比率の概要

平成28年度決算では、針テラス事業特別会計について、土地使用料の滞納により、

「89,739千円」の資金不足が生じました。なお、資金不足が生じる原因となった土地

使用料の滞納については、現在裁判で係争中であり、平成29年度中に結審した場合は、

同会計の資金不足が解消されることを見込んでおります。


